
酷暑の日中を避け、早朝に陸上の練習に励む難民たち。制約の多い難民キャンプの生活において、
若者たちに活力を与えているのがスポーツだ。 地

球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
渋
谷
敦
志（
写
真
家
）

Republic of Kenya
［ケニア共和国］EARTH GALLERY　Vol.144

のすすめポジティブ 28



ユニフォームを着て得意のリフティングを披露するトムさん。

トムさん（左端）の兄弟で母親を囲む。

トムさんがカクマのサッカーチーム「カクマ・ユナイテッド」の
メンバーだったころ。同じページには姉のローズさんの写真も。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）から支給された
ポリタンクを手に水くみに行く女性たち。

練習を終えた陸上選手たちを囲んで、体操を真似る子どもたち。
子どもたちにとってスポーツ選手は憧れの存在だ。

夕方、キャンプの一角でバスケットボールの練習をする難民たち。

トゥクルと呼ばれる伝統的な土壁の住居。

31 September 2020



ケニア共和国

　
今
年
2
月
、
ケ
ニ
ア
北
西
部
に
あ
る
南
ス
ー

ダ
ン
と
の
国
境
に
近
い
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
を
訪

れ
た
。
地
元
民
が
住
む
カ
ク
マ
タ
ウ
ン
と
難
民

が
住
む
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
を
分
け
る
タ
ラ
ッ
ク

川
が
1
月
に
増
水
し
、
キ
ャ
ン
プ
側
の
低
地
が

浸
水
し
た
と
聞
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
雨
季
が
終

わ
っ
た
2
月
は
水
な
し
川
で
、
干
上
が
っ
た
川

底
は
、
ト
ゥ
ル
カ
ナ
族
の
人
び
と
に
は
ヤ
ギ
の

放
牧
地
、
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
は
サ
ッ
カ
ー

場
と
な
っ
て
い
た
。
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
の
古
い

地
区
の
目
抜
き
通
り
に
は
、
数
多
く
の
商
店
が

軒
を
連
ね
る
。
バ
イ
ク
や
車
が
行
き
交
う
喧
騒

は
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
よ
り
は
も
は
や
町

だ
。
そ
れ
が
カ
ク
マ
の
第
一
印
象
だ
っ
た
。

　
カ
ク
マ
に
〝
難
〞
を
し
の
ぐ
避
難
所
が
で
き

た
の
は
1
9
9
2
年
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
（
現
在

の
南
ス
ー
ダ
ン
）
で
暴
力
や
迫
害
を
受
け
た
人

び
と
が
、
ケ
ニ
ア
側
に
越
境
し
て
き
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
い
ま
で
は
南
ス
ー
ダ
ン
、
コ
ン

ゴ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ウ
ガ
ン
ダ
な

ど
19
も
の
国
籍
の
人
た
ち
が
交
じ
り
合
う
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
な
場
所
だ
が
、
カ
ク
マ
の
人
口
約

20
万
で
多
数
を
占
め
る
の
は
、
い
ま
も
南
ス
ー

ダ
ン
か
ら
の
難
民
だ
。

 

〝
世
界
で
一
番
新
し
い
国
〞
南
ス
ー
ダ
ン
を
こ

の
目
で
確
か
め
よ
う
と
2
0
1
3
年
に
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
か
ら
独
立
し
た
の
は

11
年
で
、
首
都
ジ
ュ
バ
に
は
長
年
の
戦
争
で
荒

廃
し
た
国
土
を
復
興
す
る
槌つ

ち

音お
と

が
響
い
て
い
た
。

そ
ん
な
平
和
も
つ
か
の
間
、
13
年
末
に
反
政
府

勢
力
と
の
間
で
戦
闘
が
再
燃
。
17
年
に
は
北
部

地
域
が
飢
饉
に
陥
り
、
約
4
0
0
万
人
が
家
を

追
わ
れ
て
国
内
外
へ
逃
れ
た
。
帰
還
で
き
る
見

通
し
は
立
た
ず
、
一
時
的
な
は
ず
だ
っ
た
避
難

生
活
が
4
半
世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
人
も
多
い
。

カ
ク
マ
で
生
ま
れ
育
っ
た
第
2
、
第
3
世
代
は

母
国
を
知
ら
ず
、
ど
こ
の
出
身
か
も
曖
昧
な
ま

ま
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
悩
む
者
も

い
る
と
い
う
。

 

「
カ
ク
マ
の
意
味
は
、
n
o
w
h
e
r
e
（
ど

こ
で
も
な
い
場
所
）
な
の
で
す
。
ど
こ
で
も
な

い
場
所
だ
け
ど
、
私
に
は
h
o
m
e
（
ふ
る

さ
と
）
で
す
」
と
言
っ
た
の
は
南
ス
ー
ダ
ン
難

民
の
ト
ム
さ
ん
だ
。
彼
が
幼
い
こ
ろ
村
が
何
者

か
に
襲
撃
さ
れ
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
カ
ク
マ

に
逃
れ
て
き
た
の
が
2
0
0
2
年
。
以
来
、
両

親
と
兄
弟
の
9
人
で
カ
ク
マ
に
住
む
。

 

「
こ
こ
で
歳
を
と
る
の
を
待
つ
の
は
つ
ら
い
。

将
来
に
希
望
や
夢
を
持
つ
の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
。

で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
が
重
要
」。

ト
ム
さ
ん
に
か
ぎ
ら
ず
、
カ
ク
マ
の
若
者
か
ら

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
耳
に

し
た
。「
強
が
り
で
は
な
く
、本
当
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
つ
い
尋
ね
る
と
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
態
度
を
持
つ
こ
と
で
私
た
ち

の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
」
と
言
う
。
実
は
そ
の

言
葉
に
は
少
し
胸
が
痛
か
っ
た
。
こ
ち
ら
側
の

意
識
に
潜
む
難
民
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
視
点
の

裏
返
し
に
思
え
た
か
ら
だ
。
今
も
原
稿
を
書
き

な
が
ら
、
そ
の
言
葉
を
反は

ん

芻す
う

す
る
。

　
土
壁
に
草
葺ぶ

き
屋
根
の
ト
ゥ
ク
ル
と
い
う
伝

統
的
な
住
居
を
外
で
撮
影
し
て
い
る
と
、
サ
ッ

渋
谷
敦
志（
し
ぶ
や・あ
つ
し
）

写
真
家
、フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
、

英
国London C

ollege of Printing

卒
業
。世
界
中
の
紛
争
や
災
害
、

貧
困
、人
権
の
問
題
を
写
真
と
言
葉
で
伝
え
て
い
る
。東
京
在
住
。近

著
に『
み
ん
な
た
い
せ
つ　

世
界
人
権
宣
言
の
絵
本
』（
岩
崎
書
店
）、

『
ま
な
ざ
し
が
出
会
う
場
所
へ
│
越
境
す
る
写
真
家
と
し
て
生
き
る
』

（
新
泉
社
）が
あ
る
。

カ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
た
ト
ム
さ
ん

が
出
て
き
て
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
。
見
事

な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
は
大

は
し
ゃ
ぎ
だ
。
難
民
と
い
う
足
か
せ
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
自
分
が
な
に
か
を
で
き
る
人
間
で

あ
る
こ
と
を
見
せ
る
、
そ
ん
な
意
気
込
み
を
写

真
に
収
め
よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

　
彼
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
は
、
姉
の
ロ
ー
ズ
さ
ん

の
影
響
も
大
き
い
に
違
い
な
い
。
ロ
ー
ズ
さ
ん

は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
陸
上
女
子

8
0
0
メ
ー
ト
ル
に
難
民
選
手
団
の
一
員
と
し

て
出
場
し
て
い
る
。彼
女
と
は
、リ
フ
ト
バ
レ
ー

州
の
高
地
イ
テ
ン
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
他

の
選
手
と
合
宿
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
東
京
五

輪
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
た
。
ひ
た
す

ら
前
へ
。
何
か
を
追
い
求
め
て
走
る
彼
女
の
姿

は
、
ま
さ
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
の
象
徴
だ
っ
た
。

 

「
次
は
東
京
で
」
と
言
っ
て
別
れ
た
後
、
世
界

は
ま
た
た
く
ま
に
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
五

輪
は
延
期
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ロ
ー
ズ
さ
ん

は
あ
き
ら
め
な
い
。
カ
ク
マ
で
の
練
習
の
様
子

を
S
N
S
で
発
信
す
る
。「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
、
ス
テ
イ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
で
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
私
に
と
っ
て
す
べ
て
で
あ
り
、
世
界
中
の
難

民
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
」。

左 ： ローズさんとともに練習に励む選手たち。右 ： マラソンキャンプの合宿所。

取材協力 ： UNHCRケニア、国連UNHCR協会

標高２,４００メートルの高地イテン。
眼下にアフリカ大地溝帯が横たわる。

イテンのトラックで走るローズ・ナティケ・ロコニエンさん（右）。
リオ五輪の陸上女子８００メートルに難民選手団として出場し、

開会式では旗手も務めた。
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